
第３回理事会議事緑  
 

財団法人 神奈川県スキー連盟  

 

1. 日     時 平成１３年９月２９日(土)１０：００～１２：００ 

2. 場     所 かながわ県民センター ２階 第２０１会議室 

3. 出 席 理 事 会  長：河野 洋平、副会長：廣瀬 稔、古郡 敬一、小林 幹夫、 

          専務理事：山田 隆、常務理事：片 忠夫、三塚 康雄、菊地 富士夫、越前谷 芳隆 

          理  事：早川 博基、野地 澄雄、平沢 幸一、上田 英之、本田 衛義、柴田 秀一、 

               内海 雄三、百海 廷、渡辺 三郎、山本 英雄、菊地 勇二、木村 徳善、

               工藤 政蔵、栗田 謙悟、本宮 敏宏、鈴木 正 

               菊地 富士夫（現理事数 ２５名） 

          うち委任：河野 洋平、野地 澄雄、山本 英雄（３名） 

  出 席 監 事 生駒 利一、徳田 盾夫 

  出 席 参 与 なし 

4. 議 長 選 出 山田専務理事を指名 

5. 議事録署名人選出                を選出 

6. 書     記  中里健二広報委員を指名 

7. 議     事 

１）競技本部関係 

 （１）報告事項 

①第3回クラブ対抗現地打合せについて 

菊地競技本部長から、平成１３年８月４日岩岳スキー場での現地打合せについて、運営についてはス

キー場がすべて行うものとし、現地運営費としては120万円となることの報告があり了承された。 

②第60回神奈川県選手権について 

菊地競技本部長から、記念大会にふさわしいものとしたいことから、参加者に記念品を配布すること

を検討中であることが報告された。 

③神奈川県総合体育大会冬季大会スキー競技会実施要領について 

栗田理事から、実施要領について説明があり、今年度から成年の部については一般成年とし、30歳以

上の選手もエントリーすることができる点と、選手のエントリー変更手続きについて変更した点の報

告があり了承された。 

④夏季ローラー合宿について 

工藤理事から、９月２２日(土)～２４日(月)の３日間相模原市大島キャンプ場で行われた夏季ローラ

ースキー合宿について報告された。 

⑤ＳＡＪ教育本部車山会議決定事項について 

鈴木理事から、ＳＡＪ教育本部の決定事項として、スノーボードの教程本をＳＡＪで独自に作ること

になったこと、スノーボードの技術選を昨年行っていた各地での大会を予選とし北海道で本選を行う

ことになったこと、神奈川県の公認スノーボード指導員の資格をＳＡＪの準指導員に格上げすること、

バッジテストをいままでは、中学生以上となっていたものを小学生から受検可能とすることの報告が

あった。これらの決定事項については、秋に行われるＳＡＪの理事会で承認されれば確定することに

なるとの説明があり了承された。 

 

 （２）審議事項 

①競技本部専門委員の承認について 

菊地競技本部長から、今年度追加募集の専門委員として葉山スキー協会から相原氏が推薦されたこと

が報告された。山田専務理事から相原氏については、昨年川崎スキー協会から推薦され任期途中で退

任しており、任期途中での再推薦は認められないのではないかとの意見があった。片常務理事からも

同様の意見があり、相原氏の専門委員は不承認となった。 

②競技本部各部２００１年～２００２年度強化指定選手について 

菊地競技本部長から、別紙のとおり強化指定選手について提案があり、承認された。 

③スノーボード第２回技術選の会場変更について 
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菊地競技本部長から、昨年の技術選の会場であった車山高原スキー場が、コース巾が十分確保出来な

いなど、競技性、安全面等の問題から、湯の丸スキー場への変更が報告された。山田専務理事からは

３役の現地挨拶などの関係もあり事前に理事会での検討が必要であるとの意見があった。廣瀬副会長

から会場変更については県スキー連盟としての政策的な意味で大きな問題が絡んでくる事項であり、

変更については事前に十分理事会で検討し合意を得た上で行なっていただきたいとの意見があった。

今回の会場変更については承認された。  

④ノルディック夏季ローラー合宿予算について 

菊地競技本部長から、今期のノルディック夏季ローラー合宿予算について見落としていたことが判明

したが、競技本部の合宿予算であるアルペンの夏季合宿とフリースタイルの合宿の予算から支出をし、

対応したことが報告された。片常務理事から、評議員会での決定事項を変えることは基本的にはやっ

てはいけないことであり、理由なき変更については認める訳にはいかないので、今後、各理事とも注

意してもらいたいとの意見があり、この報告については承認された。 

    

２）教育本部関係 

（１）報告事項 

①平成１３年度功労指導員・準指導員及び名誉検定員の推薦について 

三塚教育本部長から、別紙のとおり各協会から推薦された功労指導員・準指導員及び名誉検定員の候

補者をＳＡＪへ推薦したことについて、報告があり了承された。 

②各行事申し込み参加者のＨＰへの掲載について 

三塚教育本部長から、各行事の参加申込み者リストがホームページに掲載されるようになったことの

報告があり、了承された。 

③ＳＡＪ教育本部会議の報告 

渡辺理事から、ＳＡＪ教育本部会議にてシニアリーダー制度の創設を検討中であることが報告された。 

④ブーツケースの作成について 

菊地理事から、教育本部内でＳＡＫstaffブーツケースを作成することになったことが報告された。 

 （２）審議事項 

①スノーボード指導員資格の公認（推薦）について 

三塚教育本部長から、別紙のとおり２名のＪＳＢＡスノーボード指導員について、ＳＡＪ資格移行の

推薦をすることとしたい旨の提案があり承認された。 

②Ｃ級公認検定員合格時の年次登録料の徴収について 

三塚教育本部長から、従来、Ｃ級検定員検定合格時に徴収していなかった年次登録料については、本

来、合格時に徴収すべきものであることから、今期から合格時に年次登録料を徴収するとの提案があ

り、承認された。 

③第１回(環)富士山スキー技術選手権大会の開催について 

三塚教育本部長から、今期、予算措置されていないが、この技術選を共催したい旨の提案があり、承

認された。 

④専門委員の推薦について 

三塚教育本部長から、川崎スキー協会から渡部儀一氏の専門委員推薦の報告があり、専門委員として

承認された。 

 

３）総務本部関係 

（１）報告事項 

①手続き要領説明会について 

本田理事から、本日の手続き要領説明会について説明があり、了承された。 

②北海道行事について 

百海理事から、今回からＳコースとして養成講習２回分の単位が取得可能なコースを設置したこと、

技術選対応の講習班の設置、シニア向けポールレッスンなどについて説明があり、了承された。 

③会計報告 

上田理事から、平成１３年８月末現在の残高、積立金等について報告があり、了承された。 

④ＳＡＫだよりについて 

内海理事から、ＳＡＫだより４２号の発行について報告があり、本日の手続き要領説明会にて配布さ
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れることについて、了承された。また、次回４３号については４月の評議員会までに発刊を予定して

準備を進めていくことが報告された。 

⑤県連旗と賞状の作成について 

     越前谷事務局長から、財団法人としての県連旗の作成と、プリンターに対応した賞状の作成について

説明があり、了承された。 

⑥ソルトレークオリンピックスキーチーム激励会について 

ソルトレークオリンピックスキーチーム激励会が１０月２０日に行われることが報告された。 

 （２）審議事項   

①専門委員の追加、変更について 

越前谷事務局長から別紙のとおり、専門委員の追加、変更について提案され、承認された。山田専務

理事から付帯意見として、理由もはっきりしないまま、何年も出席数の少ない専門委員については、

辞退していただくよう、規則等に明文化すべきであることと、各委員の連絡先については、個人の資

格でやっていただいているので、各個人の連絡先を記載すべきであることがあげられた。 

②事務局の設備について 

 片総務本部長から、インターネットのブロードバンド化と事務局の電話を２回線とする提案があり、

承認された。 

③事務局員の時給および勤務時間について 

越前谷事務局長から、事務局員の１日の勤務時間延長と時間給の昇給が提案され、承認された。 

④故八木祐四朗氏合同葬について 

１０月１０日に行われる故八木祐四朗氏の合同葬について、小林副会長と古郡副会長が参列すること

が了承された。 

⑤ＳＡＫロゴマークについて 

山田専務理事から、ＳＡＫロゴについて統一するよう本田理事と内海理事で検討していただきたいと

の提案があり、承認された。 

 

４）その他 

 （１）神奈川県総合体育大会の会場変更について 

片総務本部長から、県教育委員会スポーツ課との話で、今から会場変更の準備をしても、2004年にな

らないと変更することは出来ないとの報告があり、了承された。 

（２）各種選手の選考や判定についての公平性や透明性について 

廣瀬副会長から、各部にて選考や判定についての公平性や透明性についての対応の進み具合について

質問があり、三塚教育本部長から、教育本部では要項に記載しているとの報告があった。菊地競技本

部長から、競技本部では国体の選考規定は手続き要領に記載しているとの報告があった。 

（３）協賛企業について 

平沢理事から、新規協賛企業として、グローバルハウス、ペンションマーベリック、菊水亭の３件と

継続協賛企業としてゴッテスが紹介された。 

（４）監事から 

生駒監事から、各行事において参加者の多少により予算を増減するのではなく、決められた枠内でや

っていただきたいとの意見があった。徳田監事からは、会議にあたり最初に配布資料の確認をしてい

ただきたいことと、各内容について規約規定との整合性を必ず確認していただきたいとの意見があっ

た。 

 

 以上、この議事録が正確であることを証明するため、議事録署名人、下記に署名する。 

 

                    平成１３年  月  日 

 

                                            議    長   

 

                                            議事録署名人           印 

 

                                            議事録署名人           印 
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